



















































宗派 寺院 寺領村 寺領高(石）
真言宗 大御堂寺 柿並 250
臨済宗 長寿寺 西大高 100
浄土宗 常楽寺 成岩 5８
ﾉノ 東龍寺 榎 Ｐ 4０
曹洞宗 乾坤院 緒）1１ 3２
浄土宗 善導:寺 〃 2５
天台宗 延命寺 大府 2０
〃 岩屋寺 岩屋寺 2０
曹洞宗 総心寺 常滑 1１












































































1ＩＲＩ蕊 識封田恵報平本飯田崎、面 本川字仮崎川面 ｒ弓8F､P③ロム。 認⑳
代 町ノＥ丼薗制




































































































給人名 村名 給知高(石） 村高(石） 藩士区分








高木修理 大井 400 800 忍新参衆












山澄将監 大草 356 418 瑞公御部屋新参衆
遠山靭負 西之口 739 760 忍新参衆














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































千 斑か灘内海谷村境 ★ 鮴ヂHＰ■久 砦亀尋iiL二■★01２３４５kｍＬ■▲■□■ 大泊
ﾑｫﾗ『二.７
崎
第７図給人自分起新田などの分布（寛文12年）
出典：「寛文村々覚書」 可
－１７－
頭となって，高２千石を知行する。寛永12年
（1635）年寄となった。二代政武（数馬）も同心
頭から城代となる〔前注13）391頁〕･承応元年
（1652）石浜村の境川寄りに干拓新田を開墾し
た34)。他の給人自分起し新田と同様この新田は天
和２年（1682）に上り新田となる。貞享元年
（1684）に検地が行われて，田17町１反歩の子新
田（高188石）となった。〔前注４）247頁〕･長野
氏は南粕谷村（現・知多市）にも給知があったが；
四代祐久（数馬）の元禄６年（1693）知多郡にお
ける給知は他郡に換知となった。
名和村（現・東海市）を領知した藤田氏の初代・
忠次は清洲（現・西春日井郡清洲町）城主・松平忠
吉に仕官し，国奉行となり，知行２千石であった。
忠吉の死去後も義直のもとで国奉行を勤めた。二代
忠量は同心頭，三代忠常は明暦年間（1655～57）
に家督を継ぎ，寄合から大番頭となったが，寛文
「三年卯六月以間宮大隅故退去」３５)という。前述の
ように間宮忠像の無届け結婚の罪に連座したのであ
る。その子・忠久は元禄15年（1702）に帰参して
鉄砲頭となる斌高300石の切米取であった。それ
も一代にしてまた流浪した〔前注30）145頁〕・
福住村（現・阿久比町）を知行地とした福住弥右
衛門（元国）はもとは平岩姓であった。父元正とと
もに初め松平忠吉に仕えていた斌忠吉没後加賀
藩主・前田利長の家臣となり，大坂の陣で武功をあ
げた。その後帰参して義直のもとで使番から鉄砲頭
兼同心頭となり，知行二千石を領した。「有二子，
幼少同日残元国忌之．改氏号福住」という〔前注
22）149頁〕から，福住村を望んだのも縁起をかつ
いだのであろう。その子・元勝は多病のため知行を
公収された。
正保２年（1645）に木田村と大里村（ともに
現・東海市）を知行した滝川氏の初代法忠は中島郡
稲島村（現・稲沢市）の木全又左衛門の嫡子である。
信長の武将・滝川一益に仕えて武勇があったため，
滝川姓を授かった。後に秀吉に仕え，豊前守に任ぜ
られる゜関ヶ原の合戦後家康の使番となって，大
坂の冬夏の陣に従軍した。元和２年（1616）義直
の要請により尾張藩士となり，知行６千石を与えら
jfし，翌年より年寄になった。出身地の稲島村を在所
とした。二代時成（豊前）は寛永９年（1632）家
督を継いだが，同12年に病気のため隠居して木田
村に住み，半斎と号した。三代権十郎（之成）は大
寄合から城代となるが，寛永16年（1639）大里村
と父の住む木田村を知行した。天明８年（1788）
の「張り'ﾄ|雑志｜には「滝Ⅱ|半斎屋敷tlf木田村に在り。
徳川光友の時其樹木林なり」と記されている〔前注
６）304頁〕・木田・大里両村がいつ蔵入となった
かは不明である。
久村（現・南知多町）に知行地のあった肥田孫左
衛門（忠重）は美濃余那田城主・肥田玄蕃允忠政の
孫である。駿府で義直に仕官し（駿河新参衆)，御
用人から城代となり，知行２千石を領知した。春日
井郡猪子石原村（現・名古屋市名東区）を－円知行
し，そこを在所としている。久村には竹腰山城守の
給知もあった〔前注33)〕から，相給であろう。寛
文12年（1672）久村には，給人自分起し新田が８
反歩，給人自分植松の松林が２反歩あったがうこの
給人がi，i｢腰氏か肥田氏なのかは不明である。元禄６
年（1693）三代孫左衛門忠興（書院番頭）の時に
久村の給知は他郡に替知された〔前往13）371頁〕。
さて，以上が正保２年（1645）の高概しの際に
知多郡に，「知行所を望，或在所を直に拝領之輩」
である〔前注17）８５頁〕・寛文12年（1672）の資料
によると，佐布里，岡田，北粕谷，大興寺の４ケ村
（いずれも現・知多市）に寺尾土佐守直龍の給知が
あった〔前注15）２８～37頁〕・寺尾氏は海東郡蟹江
村（現・海部郡蟹江町）を在所とし，当時の知行は
１万石であった。初代の士佐守直政は，幼年より義
直に仕え，後に年寄職となり８千石を領していたが，
慶安３年（1650）５月義直死去の際に殉死した。
－１８－
駒因旛守殿知行は改有之．不相替」であった36)〔前
注５）295頁〕。しかし，その後キリシタン信徒が
絶えると，丹羽郡についての制限は緩和撤廃されて
いった〔前注２）１７頁〕。例えば，文政５年
（1822）における丹羽郡の給知高の割合は76％に
も及んでいる37)。ところ城知多郡については２代
藩主光友の隠居領とするため，元禄６年（1693）
に前述の５家の在所などを除いて上り知とし，光友
の死去後も山澄，遠山，成瀬織部，成瀬隼人正の４
家の再給知はあったものの，文政９年（1826）以
降も83％が蔵入であった。この点において知多郡
は尾張藩領のなかで特異な存在であった38)。
問題はいくつかある。その一つは，成瀬織部家と
成瀬隼人正家が半島の中央の西浦（古見村）と東浦
（亀崎，乙川，成岩３ケ村)，内海谷（吹越村）に
再給知されたのに対し，近世前期に現・常滑市域の
ほとんどを領知していた竹腰氏には知多郡の再給知
が行われなかったのはなぜか。もう一つは，元禄６
年以降知多郡における給知を知行千石以上の大身
の在所にほぼ限定したのはなぜか。しかし，最も重
要なのは，知多郡のほとんどを元禄６年に蔵入地に
した理由は何かということであろう。別稿で述べた
ように，知多郡における耕地の生産力は尾張地方の
平均を若干下廻るにすぎない域人口１人当たりの
石高は最も少なく，新田開発も前期には低調であっ
た〔前注１）３～５頁〕。その点では，知多郡は特
に魅力的な土地であったとは`思われない。しかし，
その海運と工業生産，特に酒造業・白木綿業は尾張
藩内で抜群であった39)。それらについては次稿に譲
ることにする。
彼には子がなかったため２代藩主光友は成瀬隼人正
正虎の次男直龍を直政の養子とし，遺領をつがせた。
はじめ左馬助，後に土佐守と称し，寛文２年
（1662）に年寄，２千石を加増されている。彼は
万治３年（1660）３月に岡田村の慈雲寺を修造し，
寛文８年（1668）には同寺に灯明田６反歩を寄進
した（この証文から，後文政13年に藩から寺領と
して田畑６反歩を持つことを許された)。しかし，
直龍は延宝３年（1675）正月に発狂，犬山に蟄居
させられた。この時に４ケ村は蔵入となったのであ
ろう。しかし，岡田村および同村の慈雲寺と寺尾家
の交りはその後もずっと続き，明治元年（1868）
1o月，寺尾氏死去に際して慈雲寺和尚はおくやみ
に椎茸２升と香典を持参している。翌年正月６日，
岡田村の庄屋・組頭らは名古屋の寺尾氏宅へ手土産
持参で年始の挨拶に出かけ，そこて菓子・餅などを
もらっている〔前注25）167頁〕・
正保３年（1646）の主要な給知の分布（第６図）
をみよう。(1)「両家御附家老」である成瀬隼人正家
が18ケ村，竹腰家が16ケ村に知行地を持っていた。
前者が現在の半田市域と内海谷（現・南知多町）辺
にあったのに対して，後者は現在の常滑市域に位置
していた。(2)半島の南部に千賀・高木・水野の「先
方三人衆」の本拠地（在所）力配されている。(3)東
浦の中央・石浜村が長野氏の在所西浦の中央の古
見森西之口がそれぞれ成瀬織部案間宮家遠
山家の在所であった。(4)［現在の大府市，阿久比町，
武豊町，美浜町の多く力藏入地であったと思われる。
結語
元禄６年（1693）に知多郡で行われたような全
面的な上り知の例がないわけではない。すなわち，
「寛文五巳三月九日，丹羽郡之内，近年，切支丹宗
門之者多出候付残党も有之・大勢之給人にてはせ
んさく等に迷惑可仕候仕（中略）丹羽郡給人不残
替地に相成，其内成瀬隼人正殿・竹腰山城守殿・生
－１９－
注１）拙稿「尾張知多郡の近世村の土地条件」金沢大
学文学部論集，史学科篇，第９号（平成元年２
月）１～41頁．
２）林董一『尾張藩の給知制』一條社（昭和33年）
５頁．
３）所三男は，「正保二年の四ツ概によって廿四万
五千石余の蔵入高を増し，寛文元年の世禄改制に
よって藩士諸給の低減を図った当時なお，給知五
十万石余に対し蔵入三十七万石の比であった．し
かし世禄改制以降，給知・禄米高は漸減傾向を辿
る一方，新田の開発等に依って漸次蔵入高は増
し」たと述べている．所三男「尾張藩の財政と藩
札」林董一編『尾張藩家臣団の研究』名著出版
（昭和50年）４１頁．
４）「尾張恂行記（五)」名古屋市教育委員会編集兼
発行『名古屋叢書続編，第８巻』（昭和44年）所
収．
５）重松篤太夫編「地方古義」（安永４年頃成立）
『名古屋叢書続編，第３巻」（昭和41年）307頁．
６）田中重策「尾張国知多郡誌』同盟書林（明治２６
年）214頁．
加藤家は加家村を領知したほかに，正徳３年
（1713）名古屋大津町の小関彦兵衛が，加藤宅前
海岸を埋立てて開墾した「図書新田」（現・名古
屋市熱田区図書町あたり，畑９町５反歩）も加藤
家の「控地」である．また，宝暦４年（1754）加
藤紀左衛門（順盛の二男の子孫．図書助家の東加
藤に対し，熱田旗屋町に住み西加藤という）が図
書新田の南に開発した「紀左衛門新田」（現・名
古屋市南区紀左衛門通あたり．田畑12町１反歩，
石高11o石）は，「新田曲輪にて有之候加藤図書
助控地一所に築回し，（中略）右地方引分図書助
之相渡筈，尤右控に当り候堤の儀，末々共図書助
自分普請の筈」さらに，長三郎新田（現・南区
豊田町あたり）の「内高五十三石は熱田貝谷権左
衛門控にて，御定免の年は御蔵免一ツ安にて二十
一石七升程図書へ収納し，普請下用等は図書より
執計」であった．「尾張恂行記（－)」『名古屋叢
書続編，第４巻」（昭和39年）191～２頁．
７）『愛知県の地名」平凡社（昭和56年）567頁およ
び前注６）218頁．
８）大府市誌編さん刊行委員会編『大府市誌.近世
村絵図集」大府市役所（昭和57年)．
９）「金鱗九十九之塵（下)」名古屋市教育委員会編
集兼発行『名古屋叢書，第８巻』（昭和38年）３３９
頁．
１０）田中重策『尾張国愛知郡誌」駕龍閣（明治２２
年）409～10頁．
11）愛知県著・発行『愛知県史・第２巻』（昭和１３
年）４頁．
12）知多郡役所編・発行『知多郡史叺上巻」（大正
１２年）337頁．
13）「士林派洞(3)｣，『名古屋叢書続編，第19巻』（昭
和43年）321頁．
14）「尾張恂行記（二)」『名古屋叢書続編，第５巻」
（昭和41年）238頁．
15）「寛文村々覚書・下」『名古屋叢書続編，第３
巻』（昭和41年）３頁に，「－、松山四百八拾町，
－，葭山拾六町六反六畝歩，一、かす釜壱ツ，
（中略）是は寛文四辰之年，愛知郡河名村之内に
而，給人自分新田，公義へ上り，其替地に渡る．
辰之年６定納米，給人へ納」とある．しかし，恂
行記〔前注４）155頁〕では，「電池山御林元禄七
戌年立，一、十七町八反五畝廿一歩，志水氏請
控．－、平山三百九十一町七反八畝三歩，同請控．
一、定納山二十七町三反五畝五歩，同受控」と記
されている．元禄７年（1694）に蔵入となり，志
水氏の請控となったのであろう．「請控」とは，
「御家中之輩知行之内，本村は給知御座候処，其
村に附候蔵入の見取所・新田等，子細有之，給人
に引請，御年貢差出候を申候」〔児島幸左衛門編
－２０－
「地方品目解」『名古屋叢書，第10巻」（昭和３７
年）461頁〕
16）知多郡役所編・発行『知多郡史・中巻」（大正
１２年）832頁．
17）「武家命令究事」『名古屋叢書，第２巻』（昭和
３５年）８６頁．
18）吹抜秀雄「近世における地頭の研究一尾州藩
千賀家を中心として－」林董一編『尾張藩家臣
団の研究』名著出版（昭和50年）226頁．
19）美浜町誌編さん委員会編『美浜町誌・資料編(1)
近世村絵図集・解説』美浜町役場（昭和55年)，
１５頁．
20）これらは，尾張藩の儒者松平君山が延享２年
（1745）に成稿した『士林i斥個』における区分で
ある．“尾張衆，，とは松平忠吉（家康の四男．関ヶ
原の合戦後，慶長５年10月，武蔵忍から尾張清洲
に封ぜられたが，同12年に23歳で没した.）が尾
張に封ぜられたとき，その本貫をもって仕えた尾
張を代々知行した者の家をいい，“駿河新参衆”
は義直が駿府にあるとき，召出した者の家をさ
す．「士林耐回(1)」『名古屋叢書続編，㈹17巻』
（昭和41年）６頁．
21）前田弘司「17世紀における尾張藩家臣団の構造
一『士林派洞』より見た－」林董一編『尾張藩家
臣団の研究」名著出版（昭和50年）181頁．
22）「士林i斥掴(2)｣，『名古屋叢書続編，第18巻」（昭
和42年）211頁．幕府旗本であった父清秀の遺領
（５千石）は－吉の弟・正次がつぎ，後に河内丹
南藩主（１万石）となる．
23）ともに，将軍の家臣のうちから尾張藩に付属し
た者の家をさす．前者が将軍に謁見できるのに対
して，後者は謁見できない〔前注20）６頁〕なお，
志水氏は元来幕臣である幕下御附属衆に入るべき
であるが，前述のように義直の生母相応院の実家
にあたるので，“外戚衆”とされている．
24）半田市誌編纂委員会編『半田市誌・本文編」半
田市（昭和46年）179頁．
25）知多市誌編さん委員会編『知多市誌・本文編」
知多市役所（昭和56年）167～77頁．
26）松井武敏・安藤慶一郎監修『常滑市誌・近世村
絵図集』常滑市役所（昭和52年）
27）知多市誌編さん委員会編『知多市誌・資料編
（－）近世村絵図集」知多市役所（昭和53年）
28）前田弘司「17世紀の尾張藩家臣団」地方史研究，
５６．５７（1962）５１頁．
29）前注24）177～８ページ．徒の内容は，「－、我
等代官其外出入候者少茂非分成候はぜ可申上事．
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